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議会事務局 

 

第１ 監査の概要 

 １ 監査の種類    定期監査及び行政監査 

 ２ 監査対象     議会事務局 

 ３ 事前調査期間   平成２７年６月２６日 

 ４ 監査期間     平成２７年８月２５日 

 ５ 監査対象年度   平成２６年度 

 ６ 監査対象事項   財務事務等 

 ７ 監査方法     財務事務等が法令等に基づき適正かつ効率的に行われているかなどに重

点をおいて、関係帳簿・書類の抽出調査、実査及び監査調書に基づく質問

により行った。 

 

第２ 監査対象の概要 

   議事課の主な業務内容及び職員数（平成２７年６月１日現在）は、次のとおりである。 

 【議事課】 

   議会費の予算・決算・経理、議員報酬・費用弁償、職員の給与・服務、政務活動費、議員共

済会、議会・協議会、委員会・公聴会、議事日程・諸般の通告、発言通告・文書質問、各種の

調査・資料の収集、法令・議案その他事案の調査研究、議員提出議案、議会報、市議会ホーム

ページ、議会中継、議会報告会、市議会モニター、その他議会に関する業務等を所掌する。 

（職員１６名、再任用職員１名） 

 

第３ 監査結果 

   財務に関する事務の執行及び事務事業の執行並びに行政監査として時間外勤務の状況、業務

執行上懸案となっている事項、内部事務管理と内部牽制体制の構築状況、１者単独随意契約

（委託料）の状況について監査の結果、次の指摘事項及び意見のとおり、是正又は改善を要す

るものなどが見受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらに十分留意するとともに、

その措置を講じるよう要望する。 

   なお、措置を講じたときは、遅滞なく報告されたい。 

 

 １ 指摘事項 

 

   特になし 

 

 ２ 意 見 

 

 （１）備品管理について 

    使用不能などで備品を廃棄する場合には、客観的な証拠として写真を添付するなどして記

録を残すこと。                            【改善事項】 
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 （２）委託契約について 

    １者単独随意契約による業務委託においては、業務内容を項目別に分類して、詳細に経費

を積算することで、見積原価を十分検証し、委託業務に必要とされる契約コストの妥当性を

見極めること。                            【要望事項】 

 （３）主要事業の目標設定と評価について 

    業務棚卸表は組織の任務目的を明確にし、目的達成に必要な基本的な手段を記述したもの

で、成果・活動指標の目標年度、目標値を設定し、その達成度によって手段の有効性等の評

価を行うものである。あらためて所属の任務目的や事務分掌に立ち返り、取組みが反映され

る項目を所属としての目標として設定するよう検討すること。       【改善事項】 

 （４）労務管理の徹底と時間外勤務の縮減について 

  ア 時間外勤務が恒常化しており、時間外勤務が年間３６０時間を超える職員が見受けられた。

また、特定の職員に業務の集中が見られるため、所属長は係間での応援体制や事務分担の適

正化・平準化を図ること。さらに、所属長は総時間外手当を金額ベースで把握し、コスト意

識を常に強く持つとともに、職員の健康管理の面から、労務管理の徹底と業務の効率化、省

力化を進め、時間外勤務の縮減を図ること。               【改善事項】 

  イ 厚生労働省の定めている過労死の労災認定基準(*)を上回る勤務状況が見受けられるため、

早急にこれを解消すること。                      【改善事項】 

    * 過労死の労災認定基準：発症前１か月間に概ね１００時間又は発症前２か月間ないし６か月間にわた

って、１か月あたり概ね８０時間を超える時間外労働を過重業務の評価の目安としている。 

  ウ 四日市市議会における議会改革への取組みは、各方面からの評価も高く、目覚ましい成果

を挙げているといえる。一方このような取組みの進展に伴い、議会全体の業務量も増加傾向

にあり、それにより事務局職員の時間外も増加している。 

    今後事務局として、議会への質の高いサポートを維持しつつ、時間外勤務の縮減を実現す

るという難しい課題に取り組む必要がある。 

    例えば視察の受入れ時の議員による対応に見られるように、各議員の理解を十分に得なが

ら、議員と事務局職員との役割分担をより適切に行い、事務局職員の標準的な業務範囲を明

らかにしていくことも検討すること。                  【要望事項】 

 （５）予実分析について 

    予算額と決算額の乖離が大きい事業がある。不用額については、「改善・努力して出た結

果」、「予算作成時の積算精度の不足」、「経済環境変動などの他動的要因」の３つに分別・分

類して、予実分析(*)を行うこと。                    【要望事項】 

    * 予実分析＝予算額と実績額（決算額）との差異内容の分析 

 （６）研修への取組みについて 

    事務局職員の人財育成として、各種研修に派遣しており、このような積極的な取組みを継

続されたい。また、事務局職員の研修において取得したもので議員に関連する内容について

は、議員へも資料提供するよう努めること。               【要望事項】 

 （７）ホームページの改善について 

    ストリーミングとあわせ、スマートフォン対応やよりアクセスしやすくなるようなホーム

ページのデザインについて、研究すること。また、価格交渉も含め契約内容の見直しの検討

も行うこと。                             【要望事項】 
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 （８）市議会本会議のテレビ中継について 

    市議会に対する市民の理解をより深めるため、かつて行っていた市議会本会議のテレビ中

継における解説員の起用を検討すること。また、より広く議会活動を周知していくために、

費用対効果を見極めながら、現在の第２放送からメインチャンネルである第１放送への変更

についても検討すること。                       【要望事項】 

 （９）議会図書室について 

    活用度をあげるため、四日市に関する資料など必要な図書の充実に努めること。また、資

料のデジタル化も含め分類やレイアウトの見直しを行い、利用しやすい環境づくりにも努め

ること。                               【改善事項】 


